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新刊書籍のご案内 ２０２２年7月 地学団体研究会から刊行

地団研ブックレットシリーズ １６ （オールカラー）

福島第一原発の汚染水はなぜ増え続けるのか
－地質・地下水からみた汚染水の発生と削減対策－

福島第一原発地質・地下水問題団体研究グループ著 A5判 50頁 頒価100円

送料：9冊まで100円、10冊以上無料

はじめに

Ⅰ 福島第一原発の汚染水

１ 汚染水はどのように発生するのか？

２ 福島第一原発の立地と地下水

コラム（1）地下水のはなし

コラム（2）事故前から大量の地下水をくみあげていた

コラム（3）他の原発の地下水問題

Ⅱ 課題の多い東電の汚染水対策

１ 汚染水はなぜ増え続けるのか

２ 汚染水対策をよくみると

コラム（4）見送られた「地下水遮へい壁」

コラム（5）タンクからの漏えいは軟弱な地盤が原因

コラム（6）地下の地層と地下水をどのように調べるか

コラム（7）東電に求める情報公開

Ⅲ 「切り札」と言われた対策の実態

１ 「地下水バイパス」の計画は机上の空論

２凍土壁は地下水を防げたのか

コラム（8）地下水の流れの大切な話（自噴井の不思議）

コラム（9）凍土壁に用いられた凍結工法とは

コラム（10）原発団研と東電の地質断面図を比べる

Ⅳ 新たな対策の提案

コラム（11）集水井とは？

コラム（12）地中連続壁とは？

Ⅴ汚染水を海に流してはならない

１ 汚染水の海洋放出の経緯

２ 汚染水の海洋放出の問題点

３ さらなる調査とモニタリングを

私たちの活動について

１ 原発団研の発足と活動の特徴

２ 論文集（地団研専報61）「福島第一原子力発電所の

地質・地下水問題」の刊行

参考文献 ／ おわりに

地学団体研究会（地団研）は、大学教員・地質技術者・
小中高の教員・学生・院生・一般の地学愛好者などで構
成される日本学術会議の学術登録団体です。

URL：https://www.chidanken.jp
E-mail：chidanken@tokyo.email.ne.jp

「福島第一原発地質・地下水問題団体研究グループ」
は、地学団体研究会の有志などでつくる会です。福島第
一原発の地質・地下水問題についての研究を行うととも
に、地学団体研究会でのシンポジウムへの協力、各支部
での勉強会の講師、脱原発団体や市民団体の勉強会の
講師派遣などの活動を行っています。

本書のお申し込み・お問い合わせは下記にお願いいたします。

「福島第一原発地質・地下水問題団体研究グループ」担当：金井克明 E-mail：kanai-jy@joetsu.jp、TEL：090-2169-0566

2011年3月に発生した福島第一原子力発電所の事故から、11

年がたちました。しかし、現在でも国による原子力緊急事態宣言

は発令されたままです。また、数万人もの住民がふるさとを奪わ

れ避難を続けています。

事故を起こした原発から発生する汚染水は日々増え続けていま

す。東電は「風評被害」を懸念する漁業関係者との間で「関係者

の理解なしには、いかなる処分も行わない」と約束しました。と

ころが、国は被災地や国民の声を無視して2021年4月に「処理水

」を海洋放出する方針を決定しました。

国や東電は、汚染水を止める有効な対策を示していません。私

たちの研究グループは、6年間にわたって地下の地質や地下水の

流れを詳細に調査研究しました。その結果に基づいて、福島第一

原発の汚染水はなぜ増え続けるのか、どうしたら汚染水の発生を

減らすことができるのかを明らかにし、現実的で具体的な対処方

法を、このブックレットで提案しています。

汚染水問題、処理水の海洋放出問題をはじめとして、原発問題

に関心のあるすべての方々に、このブックレットをお読みいただ

ければと思います。
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